
2024（R6）年 6 月定額減税の納付等の処理  

 
2024（R６）年 6 月から定額減税が実施されます。内容については、既報（2024 年 3 月の 317 号）や税務

署等が実施している説明会の資料を参照して漏れのない対応をお願い致します。 今回は、定額減税を

実施した際の、納税（源泉税の納付（所得税徴収高計算書(納付書)）について紹介いたします。 

6 月支給給与の所得税等は、従前の月と同様に「法定納付期限（支給月の翌月 10 日まで）」に納付しま

す。よって、今回は 7 月 10 日（水曜日）までの納付が必要となります。 

その納付に際して「所得税徴収高計算書(納付書)」に所定の記載を行いますが、記載する「税額」に注

意する必要があります。 

 納付書の「俸給・給料等」、「賞与（役員賞与を除く。）」、「役員賞与」の項目の「税額」欄には「控除前税

額から月次減税額の控除をした後の金額（その給与等から源泉徴収すべき税額）」を集計し、その控除後

の金額を記入します。つまり、所得税の定額減税（当月）分を差し引いた、税務署に納付すべき金額を記入

します。 合計欄の上部にある「年末調整による超過税額」欄に定額減税額の記載は行いません。また「摘

要」欄にも記載は不要となります。 

月次減税の控除によって、6 月分の納付する所得税が 0 円（納付書の「合計」欄の金額が 0 円）となっ

た場合であっても、納付税額がある場合と同様に「所得税徴収高計算書（納付書）」を記載し、税額の合計

欄０円と記載した納付書を「所轄税務署」に提出する必要があります。 

 納付税額がある場合には、一般に銀行等の金融機関窓口で支払処理を行っていると思います。しかし、

納付税額が 0 円だと窓口で支払うべき金額がないため、納付書を受け付けてくれません。必ず、税務署に

提出する必要があり、①税務署窓口に持参、②郵送（控えが必要な場合は返信封筒を同封）、③ e-Tax に

よる送信 の何れかの対応が必要になります。  

 定額減税の月次処理で慌ただしい中、納付書の処理を漏らさないようにご留意ください。 
 

 

＠６月の予定  

６/１０・５月分源泉所得税 

・住民税の特別徴収税額納付期限 

７/ １・４月決算法人の確定申告 

・1,7,10 月決算の消費税及び地方消費税の中間申告 

 

《休業日》土曜・日曜・祝日 
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源泉税の納付書（所得税徴収高計算書）の記載 

※国税庁の資料より抜粋、追加 

記載不要 

税額 0 円の源泉税の納付書（所得税徴収高計算書）の提出 


